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本
書
題
し
：て
7

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
：
の
父
、
.
ジ”

ン

S

丨
し(

J

l
 LI

S
H
e
d
e
r
l
a
a
t
i
o
n
，)

と
い
ふ
。
し
か
し
な
が
ら
、
著紫

 

ジ
ャ
ン
•ダ
リ

ダ

ン(Jean 

D
l
a
n
)

が
、
本
書
に
お
い
て
展
開
せ
ん
と
し
て
：を.る
の
ば
、
«
1
の
ィ
ン
フ
レ
，1
シ
，
ン
理
論
た
る
ょ

U

寧
ろ
.、
彼
の
俾
記
で
t

、
そ
れ
も
、
彼
の
有
名
な
：̂

土
地
銀
行
案」

の
失
脚
ょ
り
、.
そ
の
慘
め
な
る
最
後
S

る
ま
で
の
、 

晚
年
の
.部
分
ヤ
あ
名
0

'

.

'

.
''
'
.
, 

:
 
:

'

/

■

'

.

.

'

:

'

■ '

「

ぶ

千

六

用

九

十

四

年

四

月

九

日

の

眞

畫

、
，麗
か
な

赛

の

日

影

を

洛

び

て

、■ 

ニ
人
の
若
者
は
倫
敦
ひ
ブ
ル
丨
ム
ズ
ベ
リ
.
ス
ク
ェ
ア
の 

中

.^
:
に
於
5
,て
、
，
生

命

を
赂
し
て
鬪

.つ
た
。

其̂

方

はゃ
， ..

リ
ス
ト
ンb
:ジ
：
ョ
ン•
.口
1
.T?
-
あ
つ
、た。
：
“

1

P
短

劍

のj 

W
は
、
挈

 

汸

の
-;
-
ド

ヮ

ー

ド

务

ィ

ル

ソ

ン

：に

長

さ

-:
时

、
：翻

さ

五'财
の
致
命
傷
を
與
へ
て
見
事
に
之
れ
.を
斃
し
た
の
：で
あ
る
が
、
_彼
れ
は
直
ち 

忆
其
-0
場
に
於
い
：て
.拘

引

、
せ

ら

：
る

 

'
と
と
：A
爲
'つ
た
：
.
•
.彼
れ
等
.兩
人
の
確
執
：の
原
因
は
、
ロ
1

レ
' 
ン
ス
夫
人
で
あ
る
と
も
い
ふ
し
、

.

ジ
ャ
ン
、
ダ
リ
ダ
ン
著
っ
ィ
ン
フ
レ
？

ゾ
ョ
ン
の
ハ
久
、
，
ジ
ョ

W

」 

ヒ
h . 

C
l

四
ト1

〕



ジ
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父
、
ジ
ヨ
ン

• n 
J

;'
:

っ

；.
八

^

 

(
一

四
八
六)

又
は
エ
リ
ザ
べ
ス
•
ヴ
イ
ル
ヤー

ズ
嬢
、

即
ち
後
の
オ
ー
タ
ネ
ー
伯
嚼
夫
人
で
あ
る
と
：も
俾
.へ
-̂
:れ
て
ゐ
る'0
ロ
ー
は
旬
P
同
月
ニ
卜 

5
、
へ

殺

人

の

罪

名

，
の
>
;
に

死

刑

裏

篇

ら

れ

夯

獄
■•
^

■

■
^

免
れ
：.
'
:
'窃

か

に

：
用
■

■

■

鎖
を
斷
ち
切
っ
て*
キ
^:
グ
ス
>
べ
^

チ
獄
念
高
壁
を
攀
匕
た0
.

:

而
し
て
サ
ッ
セ
ッ

:
'ク
.
\ス...
の
.
#
は̂
..，'旣

：.に」

.

.艘
0

^

:

わ

が
,

誠1
郞
敎
授
の
流
麗
な
る
筆
に

'ょ

っ

て

描

か

れ

た

.る
、
こ
の
口
丨
の
，決1

事
件
は(

改
造
批
版「

經
濟
學
全
集」

附
錄r

經
濟 

:

學
月
報j

第
十
沐
號
參
照)

、：」一

.六
七

--
-
年H

月
ネ
デ.

ィ■
ラ
：；

の
：富
裕
'な
る
兩
替
商
ウイ
リ
ア
ム
• 
？

の
子
と
し
て
坐
ま
れ
、

f
 

に
5

て
敎
育
を
ぅ
け
た0

1

が
、」

_ー
十
歳
に
し
て
ロ
ン

_ド
ン
'に
乘
て
か
ら
數
年
に
し
て
起
之
私
る
事
件
で
，あ
る
が
、
し
か
も
、
.そ
の 

間
、.「

新
達
氣
質」

と「

賭
け
ご
，と」

と
の
風
靡
せ
る
當
時
め
ロ
ン
ド
ン'に
：お
い
.て
.、
：彼
ゆ
唯
だ
足
繁
く
賭
場
に
通
ひ
續
け
て
ゐ
た
?

ぁ

'る
0

.

.

:

-

■

;

/

'

:

■

 

. 

•

.

:

'

〈

.

.

•

だ
が
、
生
來
數
理
僅
念
に
明
鐵
に
し

V
、
：

且
っ
、
機
才
と
好
奇
心
と
に

富
：：©

る
彼
は
、
夙
に
、
：そ
の
設
立
を
繞
っ
て
爾
大
な
る
論
_ 

の
的
と
な
れ
る
英
蘭
銀
行一
六
^
四
年
設
.立)
に
興
味
を
も
ち
‘
こ
れ
に
關
す
る
論
著
を
讀
み
、ま
た
時
流
.に
倣
っ
て
、
ジ

”
ン
•
ロ
ッ 

ク
及
び
ウ
イ
.リ
.T
ム
A

テ
ィ
ー
等
の
政
治
露
術
の
硏
究
に
熱
中
した
。
か
ぐ
て
、
敍
上
の
決
闘
事
件
後
“
ォ

ラ
ン
ダ
に
逃
れ
、
ア
ムス 

テ
.ル
ダ
.ム
に
お
け
.る
イ
ギ
リ
ス
駐
在
官
の
サ
に秘
書
と
な
れ
る
と
き
-

V

彼
の
法
意
を
眞
先
き
に
遺
け
る
も
の
は
オ
ラ
ン
ダ
の
鈒
行
制
度 

で
あ
り
'

ア
.
ム
.
ス
テ
ル
ダ
ム
在
往
中
彼
は
そ
の
硏
究
に
沒
頭
し
た
と
い
は
れ
て
ゐ
る

‘
0
而
し
て
-

一
七
〇
〇
平
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
广
に 

歸
る
や
ぞ
の
翌
年
初

^
に

匿

名

を

以

て
.?
0
^
0邕

.1
«
3
&
^
6
如
3
0
0
3
€ 

a council cf trade for Scotland 

1
7
0
1

.
 

な
るJ

書
を
著
し
た
4

い
は
れ
て
ゐ
る
が、
■
■
■
し
か
も
、
求
書
の
眞
著
者
が
4 

口
1

に
あ
ら
ず
し
て
、
英
蘭
銀
行
の
創
設
寶
イ
リ
ア
ム. 

バ
タ
1
ソ
ン(W

i
l
l
i
a
m

 

P
a
t
e
r
s
o
n
)

で
ぁ
る
こ
>
は
、
今
白
殆
ど
.擧
界
.の
定
說
とせ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
、
本
書
の
刊
行
後
四
华
こ

し
て
.：2:
:版
.
'せ.
.
&
れ

た

る.
.
^
0
1
1
6
7
. 

/Trad

n), . consid

'.^
ed, ...with ...a....pi;oposal- 

f
o.H.'SUP.PHngv .tile ....nation 

with money.,. 

1
7
0
5
.
' 

が
n

1:

の

眞

载

で.あ
る

.こ

と

は

殆

ど

議

論

の

.餘

地

於

な

い

p
:
;
.
し

か

も

.、
へ
彼
が

|

€>
;大
半

を

.擧

げ

に

努

力

せ

る

「

土

地
*
 

'行
案J

の
#
ぞ

は

殆

ゼ

本

書.の
中
.に
說

き

盡.さ
作

て

ゐ̂

と
：い
，
つ

で

さ

し

つ

か

へ

ょ

い

0

-
-

 ̂

 ̂

そ

0
詳

細

は

旣.に
本

誌(

第
|
ー
十
七
卷
第
十
號
、
昭

和

八

年

十

圩 

號

、

第

：

一

四

九

頁

丨

第

ー

；

.五
九

0

に

記

せ_る
；
と'こ
.ろ
、
：
こ\-
に

重

複

す

：る

を

避

げ

た

い

$

動

を

觀

察

す

名

上

：
に

必

1

な
态
か
ぎ
り
、.
こ
れ
を
述
ぶ
れ
ば
、
：：彼
：の
土
地
銀
行
案
.ば
’

先
づ
、
軟

,

彼

は

，
國

賓

の

.源

康

を

貨

锵

に

求

め

2)
'

0
一
 

國
漱
、
貨
幣
を
有
ず̂;
七
.と
愈
々
.多
げ
.れ
ば
、
愈
々
：富
む
、
，義
し
、
.
一
國
に
お
け
.る
貨
幣 

の
豐
富
な
る
存
祛
は
ノ
そ
の
國/ ^
ど
上
ゎ
完
全̂

雇
用
し
得
る
が
ら
で
あ
今
即
ち
ノ
こ
れ
に
ょ
つ
て
、
未
耕
の
地
、
■無
勞
の
民
を
な 

■か
ら
し
f

ぞ

も

に

、
- *
て
餘
剩
貨
物
：の
生
逾
と
文.た

篇

な

；る
利
子
.運--
«

;
坐
計
費
等
と
は
愈
々
內
外
商
業
を
發
展
せ
し
む
る
に 

至
る
も
.の
で
：あ
る
o
.し
か
し
.、.

「

.そ
れ
は
貨
雜
ガ
和
變
の
：職

蔓

を_

持
ず
る
と
い
ふ
前
提
の
下
に
.始

坌

幣
に
; ^
て
.

そ
の
^

買
力
CD
.喪
失
乃
至
滅
少.を
來
さ
ん
.が
.、
，，ょ
り
#.
く
の
貨
幣
y^
p

と
^/
、
^

り
多
く
の
努
働
者
を
雇
用
し
导
ぬ
。
渴 

買
力
^

し
，き
货
幣
.の

输

加

：
は

唯

だ

名

目

賃

銀

o.
#

騰

を

來

す

の

：
み

に

て

，、

.
實
質
賃
銀
ぽ
變
ら
な
い
。
然
る
に
、.國
富
.の
源
^
を
貨
胳

.に
求
め
.た
.る
.口
ー
は
 ̂

'貨
幣
ぬ
数
量
增
加.が
、
ぞ
の
相
對
的
價
値
低
下
を
伴
は
ね
所
以
を
確
證
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

o

こ
V

に
問
題

の
.核

.心

が

あ

(

る 

0
>
.
:
'
:
.
:

:
.
:
•

■
:
:/
.' 

へ

:.
-
. 

•
'
•

;

-
•§
、
ー
應
':
:
'彼
は
時
ど
共̂
:
-
萬

物

；
の
：
憤

値

の

變

る

を

認

め

る

o
:
彼
に
よ
れ
ば
*

就
中
銀
に
お
い
て
然
り
で.あ
る
。.
即
ち
*
印
度
發

見
以
來
、
:そ
.の
置
的
^
加
は
、ヾ

そ
の
素
材
乃
英
銀
貨
に
お
.

S

て
十
分
の1:

の
減
價
I

來
し
た
o 
,
し
か
し
，
：こ
：れ
は
齊
遍
的
で
あ
る
。
だ

* 

• 

.

.

.

<■
• 

.

.

.

.

.

. 

-

.

,
-y
:ヤ
ン
•
ダ
リ
ダ
ン
著

『

ィ
ン
フ
レ
^

ジ
ョ
ン
の
父

^

ジ
'3
^-
.
11
!

.

,

,
:
; 

.人I
.

2
.
l
:、
b)

-



ジ
ャ
ン
•
ダ
リ
ダ
ン
著

「

ィ
ン
フ
レ
ム
ョ
ン
の
父
、ツ
ョ
ン
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7

」
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八】

，

(

一
四
、
八)

■

■

锋
國
所
有
.

■

幣

數

顏

自

國
I

洲
i

名

衡
^
^

.を
來
さ
な
い
で
あ

.

1
が
。
パ
く
し
て
起
こ
れ

K
T

貨

篇

値

低

減

は

、こ
れ
t

、

殆
1

1

1

な

衾

ゆ

含

•
ょ

り

多

量

. 

に

省

を

斯
■

名
_

は
>
ょ 
一1

1

貨
幣
S

龛
 

增
加
ゆ
同
時
に
諸
他_

々
S

け
I

:
の
價
値
I

免

李
 

あ
1

然
ら
ば
、
；■

貨

幣

增

加

へ

！

故
に
他

が
. 

一_

貨
幣
ー
の
漂
翁
し
た
と
邊
定
ず
れ
ば
ザ
物
價
は
臘
賢
し
、
輸
ん
は
增
大
し
、
：，纏
て
疆
が
流
出
を
來
ず
で
あ
ら
ぅ
。
_こ 

:

1
貨
は
，
外
國
に
流
入
し
：、
；そI

ま
s

t

'f
f
l値
■

を
來
：
E

l

t 

れ
.て
後
f

と
で
I

ぅ
o
'
;
果

し

嘉

食

、

」

最

初

猶

^

彼

は

こ

の

問

題

を

如

何

に

解

決

'
し

た

か

..
0
'
:

—

”

^

',
-

:•

:
麗

の

：■

は
彼
S

値

論

に

被

に

：ょk:

ば
、
凡
そ
貨
物
は
そ
の
齋
せ
ら
る
、
諸
烟
途
.か
ら
大
な
る
®

资

得

る

が

’
し
か 

も
、
そ
S

値
は
”

そ
め
用
途
の
貴
重
ど
く
は
必
要S

度
如
何
5

:つ
'
て
大
小
を
^

貨
物
に
對
す
る
需
要
に
比
例
せ
る̂
の
：數
«

の
多
少
如
何
に
ょ̂

て
決
§

|

1
.之

故

に

，

一
.國
に
需
要
せ
ら
れ
る
以 

•上
の
貨
幣
か
與
，へ
ら
れI

ら
ば
、
資
幣
允
價
値
鑫
ず
る
，
だ
：が
、

一

.
國
に
.お
け
る
需
要
と
同
額
の
貨
幣
を
與
ふ
る
と
き
忆
は
、
そ 

の
貨
の
價
値
は
低
減
ト
し
な.い
で
-
^
I

O
然
.る
に
、
商
工
業
の.擴
大
に
つ
れ
て
、
貨
幣
，
.に
對
す
る
需
要.は
愈
々
增
大
す
る
で
あ
ら
ぅ
。 

こ
\

に
、
彼
の
ィ
ン
フ
レ
ー
シ*
ン
政
策
.の
趣
論
的
根
據
が
與
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

.、

,

然
ら
ば 

®

^

^

0

s

^
 

T

0

L

^

^

而
し 

て
，
彼
の
激
賞
す.る
信
用
I

は
、

.紙
幣
發
行
で
あ
：るP

I

か
。
流
通
速
度
及
び
現
存
祀
貨
をf
加
す
る
ニ
筆
利
益
が
あ
る
か
ら

で
I
ャ
即
ち
、
紙
幣
に
依
る
支
拂
は
短
時
間
に
な
さ
れ
、る
が
I

:
に
、
同
.一
額
が
同一

日
に
諸
他
の
人
：々

に
よ
り
使
用
せ
ら
、
、
幾 

:

囘
名
流
通
す
る
.
故

に：，

■紙
幣
高
がK

貨
高
の
假； y

.

三
倍
流
通
^

た
場
合
.に
は
、
..塵

上

恰

，̂
三
倍
金
貨
が
存
し
た
と
同
じ§

 

X 

.
な

る

さ

れ

ば;

艾
蘭
銀
行
.
'
.
の

信

用
.即
ち
そ
.の
紙
幣
總
額
が
、
假
に
五
千
萬
に
達
す
と
す
れ
ば
、
こ
の
.五
千
萬
の
紙
盤
は
恰
も
一
億 

五
S

Q

曼

の
I

I

じ
效
集
I

す
。
：
從
つ
.て
、
同
銥
行
は
こ
れ
が
た
め
、
恰1

貨
ー
億
の
墙
加
と
同
じ
利
益
を
ィ
ギ
リ
ス 

.に
與
へ
る
で
あ
ち
ぅ
更
に
，.英
蘭
銀
行
.は

リ

：

ス'の
商
業
及
.び
凡
ゆ
る
方
面
に
諸
他
の
利
益.を
も
^

へ
る
、
斑
し
、
同
狠
行
は
紙 

等
額
の
5

を
保
蔵
.せ
ぬ
上
に
、
是
等
所.藏

眷

の
.大

半

を

有

利

に

利

用

す

る

か

巷.だ
が
、
養
に
對
す
る
需
要
が
、 

紙
幣
に
對
す
る
霞
を
1.

|
1百
萬
超
過
す
る
場
合
が
あ
り
ぅ
る
か
ら:'
信
用
維
持
か
た
め
に
疋
貨
を
簾
す
る|

は
あ
る
が
、
正 

.貨
五
千
萬
も
あ
れ
ば
、.，

一

億

の

，
信

用

を

維

持

す

I

は
充
分
で
あ
冬 

否
な
更
に
、 

正
貨
五
千
萬
は
紙
幣
一
億
の
信
用
を
維
持
す
る
が
.、'
装
 

英
蘭
銀
行
は
、
そ
の
言
用
と 

.信
用
の
得
し
む
る
迅
速
な
る
雀
通
と
に
依
つ
て
-

恰

も
* «
敗
數
量
ニ
億
五
千
萬(

の
.檢
加
と
同
じ
利
益
を
讓
に
與
へ
る'で
あ
ら
ぅC  

。
.
•逆

に

彼

は

、
：
銀
貨
養
幣
と
し
て

V

■

適
當
な
^

を

カ

說

す

る

。
：
と

い

ふ

；
の

•は
、
.
.商
工
業
の
擴
大
と
共
•に

霧

に

對

す

暴

要

は 

:

益

々
：增
f

る
が
、
こ.
S

李

る

需

要

と

等

額

の

：
貨

幣

の

增

加

は

馨

の

債

値

1

卞
.を
來
さ
ぬ
か
'ら
、
：理
想
の
塞
は
こ
れ
に
對 

:

ず
る
需
要
.に
常
_

|
じ

-:
#

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な.ら

ぬ

。
，
然

含

、
銀

貨

.の

.增
加
は
霞
要
通
り
に
行
は
れ
な
い
。
か
く
て
、
.銀
の
置
が 

t
:れ
I

すK
?

需
要
に
I

,
適
應
：せ
ぬ
I

ば
^
^
^
^
^

は
旣
に
彼
等
の
問
に
締
結
せ
ら
れ
た
取
引
に

4

い
て
必
要
な
引
渡S

裳
た
る
べ
き
充
分
な
る
正
貨

Q

缺
如
に
機
み
、
ま
た
所
要
の 

商
.n
§
が

裏

；に
鹽
富
な
る
；
拘
ら
ず
、
.
と
れ
を
買
ひ
え
な
：い
。
，
の

み

な

暴

、
銀
貨
は
、
雪
に
よ
る
改
惡
：に
よ
つ
て
、
不

證

な

る 

價
値
老
か
有
し
な
.い
0
故
に
、
宜
し
く
，
嬰

^

す
て
、

「

發
行
容
易
に
し
て
、1
く
同
一
の
：價

値

暮

し

、
徒
費
乃
至
經
費
を
要
亡



ジ
ャ
ン
•
ダ
リ
ダ
ン_

ィ
ン
フ
レ
1

シ
ノ
ン
の
、父
、
ジ,
ン•
.了
し
. 

八

回

.(

一
四
九
o

y 

. 

す
に
保
藏
■せ
ら
れ
マ
千
.切
る
ネ
1

失
.な
く
、
且
つ
^

^

0

^

.
價
I

ば
お
い
て
芻
な
.
■

化

著

受

け

ぬ
::
:
,°漦
し
そ
.
-の
數
*

養

要

と

：は

霎
 

,

.

•

:

.'
:.
:

■

ば
.議

幣 
i

所
說
を
批
判
し
づ
：

r
C

貨
傭
:.
0
逋
激
^

そ
ぞ
の
.內
在
的
值
値
贮
來
め
：る:'
0

即
ち
、.貨
幣
は「

人
.々
：め 

「

ー
ヤ
の
公
權 

,

力
"へ
I

り
て
顧
値
1

る

歲

，

:
,.で
貨
幣
と
；じ
て
承
認
さ
れ
.た今
.も
し
も
銀
忙

袅

綦

と

し

.て
^

ぐ
：
て

貨

幣

亡

產

用

濃

ぬ

タ

何

等

の

：價f

4

.
せ
^

智

.

1
馨
の
聽
の
價
値
と
し
て
收
受
す.

:::

貴

金

屬
f

つ
.て
保
證
I

れ

ぬ

馨

ば

I

:
ょ

与
 ̂

こ 

.

一

在

-
そ
の
價
値
I

大
：
f
 

:
不

動

這

.め
，タ

^
 

M

 ̂

r

^

ぁ
る
商
品
.の

辑

々

な
. 

る

使

用

は

、
，
或

は

.
I
I
;さ
れ
、.：或
は
と
れ
を
外
國
に
輸
出
す.

I
め
S

 

:

即

ち

、
，
銀

を

金

屬

と

し

v

容

器

に
 

使

：
；
1
:
:る̂
.对

展

せ

ら
^

'
こ

れ

ら

の
.用

逾

；に

よ

り

_
 

の
際
銀
は
.
.

「

逛3
P

さ

れ

ぬ

.
だ

け

そ
 

•
の
價
値
わ
ニ
部
は
減
ぜ
ら
れ
名̂
然
る
に
^

土
地
樣
用
浴
れ
歎
弋̂
 ̂

誠
に
、
：如
何
な
る
物
と
雖
毛
土
地
の 

‘

胪
產
な
る
：か

ゅ

香

、

：

土
地
は
そ
.

§

靈

保

持

す

べ

暴

當

。
し

否

な

て

減

ず

る

之

.
と

は 

な
.

S

;.
°

故
に
、.
.，
土

地

；
を
.保
證
A

す

：
る

紙
4
笨
對
す
名
霞
も
亦
だ
滅
ず
夸
こ
：土
が
な
：い
0

然
も
，
，.土
祂
を
保
證
と
す
る
紙
幣
は̂̂

そ
の
需
■

等
額
に
發
行
1

得

る

翁

^

そ
: ©
數
量
が
常
1

そ
れ
.に
對
す
る
需
要
と
等
し
き
が
ゅ
灸
に
.、
紙
胳
は
辟
に
そ
の
價
直

..
'

基

持

;1
.
得
る
で
ぁ
ら
爻
：
.
'
.-'
へ

〜

^
^
^
^
^ ̂

:
. ::...
'■
.

:

.

.

.

'

.

無

ら

：
ば

、
細

幣

ゥ

所

有

者

は

：
、

.：
土

地I

權
者
S

る
か
？
轉
 

:

る
で
.あ

.
ら

ぅ
o 

:
こC

刹
I

狒
I

め
に
、
鈒
行
は
|

紙
幣
|

行

ず

べ

き

で

繁；

か
.く
て
f

た
.に
.紙
I

流
通
せ
し
む
るi
 

.す

れ

ば

：
：
邊
.-
M

値
は
S

S

，

い
：

.

1
る
を
賴
ざ
.る

塵

：
つ
S

で

倉

？.而
し
で
、I

.

こ
れ
を
以
S

 

決
さ
れ
.て

着

な

い■

の
所
言
は
.

f

の
で
'な
く
し
て
、
.何
等
か
0
素

材

：
戈

名

保

證

せ

ら

れ

：
て

始

办

.て

得

.る
0
:然
も
'

- #
は〉

へ
蹇
に
通
用
カ
を
與
ふ'る
.に

は一：：

片

案

權

力

を

以

て

足

る

.と
結
ん
で
、
然
も
.こ
れ
以
上
言
及
し
ま
い
。

；

:
、
.:•
. 

* 

.

. 

.. 

■

•
_
•
.

 

. 

.
-
I

.

.

.

.

艰

て
、> ■

H

被
が
、
走
を
保
證
と
し
，
强
制
通
用
力
を
有
す
る
、
糖

を

發

行

す

.る

_

、
.即
ち
、

'い
は
ゆ
る「

走

銀

行
^

 ̂

f

 

V案
を
提
げ
冬
ス 
ー

n

 

>
 

4

S

そ
そ
め
種
類
の
如
何
を
問
は
痛
强
制
通
用
力
を
有
す
る
：が
如
き
、
ハ
紙
幣
信
用

0;

設
定
は
、
，.：國
民
I

.
っ
て
木
^

る

.I

 

»
し
た
o
:而
しV

.、
：

彼

に

與

へ

ら

免

に
お
け
る
退
去
命
令I

つ
た？

ふ
か
く
て
、
凡

そ

：一
七
一.五
年
ま
で
、
ィ

タ
リ
l
>
rィ
ッ
及
び
：ダ
.パ：

エ

ン

：
チ

等

を

放

浪

し

た

が

、
.：
.
そ

の
 

,

'

は̂

、

賭

事

に.沒

頭

す

る

と

同

時

妄

ほ

、
.
.
そ

一

の

土

地
*®
行

計

靈

■

力

者
S

憑
レ
て
已
む
こ
と
が
な
か
っ
た。

.

.

:
然
る
に
、
_

f
 

■チ
.リ
$

の
餘
弊
と
い
は
ゆ
る

霖

に

お

い

て

こ

れ

が

靈

と

し

て

、
先
づ
差
し
當
つ
て
、
提
唱
せ
ら
れ
た
る
、
當
時

Q
j

證

し

素

亂
f

財
政
に
對
す
る
效
描
な 

き

1
時

的

響

的

救

赏

至

改

革

運_
に
.代
タ
て
、
||
て
當
時
0
社
會
^



ノ
ノ
：懸

_
的

■
環

■

■

靡

た

.が
a
然

も

當

遺

齋

霞

る

囊

經

營

め

故

容

^̂そ
^

つ
た
I

、
こ
X
に
，
土
地
的
鍊
金
術
即
ち
土
f

保
證
と
ず
る
.紙
裕
ィ
ン
フ
T

シ
-
ン.藥
を
以
て
財

8

下
の
救
濟
策
と
做
す

ロ
丨
の
齡
が
、
時
'ft
I

間
の
救
世
主
.と
し
て
'萬
人
期
恃
め
裡
.に
脚
光
を
浴
び
て
i

し
來
ら
ん
と
す
る
素
地
が
與
へ
ら
へ
た
ミ

.あ

.る
？

，
.
.
. 

: 

. 

V

'.. 

、
.
•
-
.
-

■■
'

.

• 

. ■ 

■ 

-

.'
■
. 

« 

..

.

.即
ち

、

ル

ィ

盂

姐

の

死

後

、
：；
搦

澉

ォ

ル

；
ヤ

孓
 

'.「

一

般

銀'?7
^

8

1

:ー|

6

3

1

|
立
ー
の|

狀

を

、
：
同; :

'
■
こ

含

穴
.百
萬
1

ヴ
：
ル

霍{
、
_

專

^

」

I

t

l

.
'
.

好
f

受
け
、
發
行
紙f

信
用
I

着

、

孓
れ
I

て
納
税
す
I

:一
 

般
こ

許
す
.に
至
.り
.た
0
.ノ 

:

'
.
,
. 

'
.

 ̂

 ̂

h
v 

 ̂

彼
へ Q

利

息 

t

r
 

の

た

め

に

銀

行

は
.更
に

紙

幣S

行
.す
べ
：
き

で

ぁ

り

、

.：
か

く

て

.
新

た

な

る

紙

幣

に

對

，す■

要
を
愈
々
'喚

起

す

参 

皐
に
土
地
鈸
行
の
設
立
に
：の
み
甘
ん
ぜ
ず
、
諸
播
8

業
の
興
隆
に
王 

,

奔

I

根
因
は
即
1

に

在

杀

か

く

：て
、
ン

1
^
^

,

.「

西
洋
會
社」

；(

n

l

f
 

e 

§
ccident )

を
設
立
せ
る
を
初
め
■と
し
，

一七
.. 

一
A
年
に
.は
煙
草
摩
讓
を
獲
得
す
る
と
同
時
に
、
同

.

配
人
に
.任
命
せ
ら
れ
、
：f

て「

羅

會

社」

の
株
式
が
新
銀
行
た
^

も
、

一
八I

九

年

、

「

，西

洋

會

社

」

は

、「

支

：
那

會

社

」

..x

f
 

pagnie 

d
e
】a 

c

f

)

と「

東

印

度

會

社

」
(
c
o
l
g
n
i
e

 

des 

I

I

' 〇
l
t
a
l
e
s
)
l

合
併
し
て
、
：

「

印
度
會
社
s

c

l

a

l
 

des 

i

l

)

と
改
稱
し
、.
®
I
て
之
が
又
たr

ア
.フ
リ
カ
#-
社」(

c

l

i

e
 

d
,>
f
v
f

)

と「

セ
ネ
ガ
ル
#社

.，(
O
D
m
l
l

 d
u

 

.S

家

g
a
l
)
i

併

合

し

て

、
實

尤

、

フ
ラ
ン
ス

Q
.

ヨ
1

ロ
ッ
パ
以
外
に
對
す
る
對 

外
贗
易
を
支
配
す
.る
に
f

た

.の
で
ぁ
る
.。
加
之
’
.同
年

、

「

印
度
會

社」

：は
、
，
造

幣

權

を

獲

得'

徴

税

の

襤

眼

を

も

掌

握

レ

た

。
.こ

、
に

、

紙

幣

ィ

ン

フ

レ

I

t
 
ニ
：
 K

ト

た

る
T

の
、
：
金
融
と
事
業
と
の
簾
に
依
る
、
紙
幣
鶴
給 

の
不
斷
'の
均

衡

紲

與

の

宿

,

は

略

ぼ

篇

せ

ら

れ

た

。

而

し

て、

E額
の
配
當
の
約
束
と.共
に
、.
.會
社
.の株
價
が
暴
き
し
、
没
機
が
撒

ん
に
行
は
れ
、
こ
れ
が
ィ
篆
リ
ス
に
も
影
響
し
て「

南
海
泡
沫
事
件」(The 

S

I
 

Sea Bubble
)

裏
致
せ
る
は
史
上
に
^
で
ぁ

る 

o
.
-
' 

\

都
も
、」

七一

1〇
_
1
カ

昔

、

口
丨
が
遂
に
フ
ラ
ン
ス
の
財
務
總
罈(

e

l

f
 

r 

f

i

e
 

d

むFinances)

に
任
ぜ
ら
；

e
、
，

. 

而
し
P
I同J

R
j

月
二
十
：三
.日
、「

..玉
立
銀
行」

が
更
に「

印
度
會
社」

を
合
併
す
•る
に
及
ん
で
、
：こ
、
に
.、
彼
の
理
想
と
す
る
國
家I

I
I

を 

保
證
と
せ
：る
紙
幣
發
行
論
は
殆
ど
全
く
完
成
f

れ
た
と
い
‘つ
て
ょ
い
0.
だ
が
、
こ
の
時
旣
.に
.反
動

の

嵐

は

襲

ひ

初

め

た

。

即

ち

.、

'
 

會

社

の

：
利

潤

：の

期

，
待

す

Y

か
ら
.ざ
I

知
れ
.る
株
式
投
機
者
は
、
シ
株
式
を
賣
り
、
紙
幣
を
正
貨
に
換
へ
ん
と
し
.た
。
こ
れ
が
爲
め
、
ロ 

丨

は

职

令

及

輩S.

他
の
助
壓
手
段
に
訴
.へ
た
が
s
-は
ず
* I

七
i
s
.麓

E
： 

二
十 
一E

の
銀
行
券
の
.價
値
漸
減
..に離
す
る
&
令
ょ 

遂
に
_

塵

起

し

、
兌
^

^

卷

ら

れ

V'
同
月
二
十
七
日
、
：
.
ロ
1
は
、
そ
の
職
裏
ぜ
ら
れ
、
囂

^
^
^

以
て
ブ
ラ
.ッ
セ
ル
'に
逃
亡
し
た
。
：爾
來
、|

、
_

國
S

毖

ト

ブ

時 

一
七
ニ 

九
年
士
ー
：
月

ニ

ナ

-
日
ヴ
土」

ー：ス
^
袅

.,

こ
の
波
渦
S

め
.る
フ一:

代
の
大
山
師」

I

涯

農

、
：

然
も
、
彼
の
1|

」

の
失 

脚
I

f

ラ
ン
，ス
'社

會

經

濟

に

與

.
へ

參

響

S

雜

で

査

ヴ'重
大

：
なI

ジ
ヤ
ン
•
ダ
リ
ダ
ン
著

「

ィ
ン
フ
レ

I
シ
，
ン
の
父
、
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